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提案書作成上の注意


1．提案書は、次頁以下の記載例に従って記入してください。なお、不要な記載例の部分は全て削除の
うえ提出してください。

2．ファイルは、A4サイズで印刷可能なサイズとしてください。

3．提案書の下中央にページ番号を入れてください。

4．別添10の様式により、提案書の要約版を作成し、提案書と合わせて提出してください。
　 別添10は採択時に公表する可能性があります。



（提案書記載例）

[表　紙] ■複数事業者による共同提案を行う場合、[表紙]を提案者毎に作成してください。

「ムーンショット型研究開発事業／2050年までに、地球環境再生に向けた持続可能な資源循環を実現」に対する提案書

研究開発プロジェクト名称：
「○○○○○の研究開発」
PM候補者名：
　　○○　○○　　○○○○○株式会社　（提案全体で1名記載してください。）
■部分提案を行う場合のみ、提案する研究開発項目名を記載してください。
■複数の部分提案を行う場合は、複数の研究開発項目名を併記してください。

（※表紙は提案する全機関（再委託先等を除く）でそれぞれ作成してください。連絡先は本提案に関する問い合わせに適切に対応できる方の情報を記載してください。）



                                                          ○○年○○月○○日         

上記の件について貴機構の委託事業を受託したく、下記の代表者名で提案させて頂きます。


会社名　　○○○○○株式会社（法人番号）
         ■法人番号は、国税庁の法人番号公表サイト( https://www.houjin-bangou.nta.go.jp/ )などを用い
記載してください。（13桁）
代表者名　（企業の場合は代表取締役社長）　○　○　　○　○　　

所在地　　○○県○○市・・・・・　　（郵便番号○○○－○○○○）

連絡先　　所　属　○○○部　△△△課
　　　　　役職名　○○○○○部長
　　　　　氏　名　○○　○○
　　　　　所在地　○○県○○市・・・・・・（郵便番号○○○－○○○○）
　　　　　　　　　※　連絡先が所在地と異なる場合は、連絡先所在地を記載
　　　　　TEL　  △△△△－△△－△△△△（代表）　内線　△△△△
　　　　　FAX    △△△△－△△－△△△△
　　　　　e-mail　*****@*********
	e-Radにおける研究機関コード（10桁）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









[本文]

「ムーンショット型研究開発事業／2050年までに、地球環境再生に向けた持続可能な資源循環を実現」

20○○年○月○日
法人名：○○○株式会社
□□□株式会社
■複数事業者で提案する場合は併記してください。
研究開発プロジェクト「○○○○○の研究開発」（部分提案を行う場合のみ、提案する研究開発項目を記載のこと。また、部分提案を複数行う場合は、本ページ以降の部分について研究開発項目ごとに提案書を作成してください。）

1. 研究開発の内容及び目標
1-1. 研究開発の目的
（1） 解決を目指す地球温暖化問題
持続可能な資源循環の実現のために対象とする物質は、地球温暖化問題の要因で、低濃度な状態で環境へ放出されており従来技術では回収・吸収が難しい二酸化炭素とします。具体的な問題を提示し、論理的・客観的に（公的機関のレポートを引用する等により）説明してください。
目的が地球環境再生以外のみの提案の場合には（希少資源確保のみを目的としたもの 等）は、本公募の対象になりません。
複数の環境問題の解決を目的とする場合は、以降の目標の達成に向けたシナリオや波及効果についても、それぞれの環境問題に対応させて説明してください。
（2） 実現を目指す資源循環
1 提案する資源循環を実現する方法
提案する資源循環を実現する方法として、大気中に低濃度な状態で環境へ放出されており従来技術では回収・吸収が難しい二酸化炭素の回収を実現する方法(工学プロセス又は自然プロセスの人為的加速により効率的に回収・吸収する技術) と回収・吸収された二酸化炭素を有益な資源として人為的に利活用するための資源転換技術、無害化技術を記載してください。
なお、回収・吸収する技術のみの部分提案も認めますが、その場合は回収・吸収された二酸化炭素を有益な資源として人為的に利活用する構想を下記②に記載してください。
② 回収・吸収された二酸化炭素を有益な資源として人為的に利活用する構想
上記①において回収・吸収する技術のみの部分提案を選択した場合は、回収・吸収された二酸化炭素を有益な資源として人為的に利活用する構想※を記述してください。
※構想には、想定されている実証場所、規模、実証期間、予算、実施体制も可能な限り具体的に記述ください。
③ 資源循環の全体像
        上記②で記載した実証研究によって、その後のムーンショット目標である資源循環全体がどのように構築されるのかを、「現状」及び「持続可能な資源循環構築による地球環境再生」の全体像として描いて下さい。

1-2. 2050年のMS目標達成に向けたシナリオ
（1） 本提案による、2050年のMS目標達成シナリオ
本プロジェクトの終了後(1-4研究開発の目標の達成後)から2050年までに、持続可能な資源循
環をどのように実現するのか、想定する実現シナリオと解決すべき課題を、技術的観点及び技術以外の官民の役割分担を含む社会実装の観点を含めて、説明してください。その際、1-5.研究開発成果の実用化・事業化の見込みで記載する各事業者の事業化計画書の内容も考慮した上で、提案全体でのシナリオを説明してください。
研究成果の加速や円滑な社会実装を実現するにあたり、ELSI（Ethical, Legal and Social Issues）
や分野横断的な研究者との交流、国際連携等の取組を検討している場合は、その取組を記載して
下さい。
(記入例)
技術的な課題1)　○○技術の実用化
 解決方法)
技術的な課題2)　○○システムの構築
     解決方法)
社会的な課題1)　○○の許認可制度
 解決方法)
（2） 地球環境の再生及び我が国の経済への貢献
本プロジェクト成果の実用化・事業化により、1-1 研究開発の目的において設定した地球環境問題の解決に、いかに貢献するかについて、特に、二酸化炭素の削減ポテンシャルおよび回収・吸収にかかる二酸化炭素収支に関してバックデータ※も含め具体的に説明してください。データの不足がある場合は、仮定を置き説明してください。そのデータ不足部分については課題として、後述の1-3.研究開発の内容に、その課題解決に向けた内容を記載してください。
また、国内生産・雇用、輸出、内外ライセンス収入、国内生産波及・誘発効果、国民の利便性向上等、様々な形態を通じ、我が国の経済にいかに貢献するかについて、バックデータ＊も含め、具体的に説明してください。
＊上記の基礎となる主要なバックデータ（背景、数値等）

1-3. 研究開発の内容
提案する技術の開発段階については、2024年度末時点で、要素技術の見極めやシステムとしての応用可能性が確認できているプロジェクト（ベンチレベル）を対象とし、既にパイロット規模もしくは試作品レベルにある技術に関する研究開発は対象外となります。
（1） 研究開発の内容
「○○○○○の研究開発（△△△△△の研究開発）」　（○○株式会社）

［研　究　開　発　の　内　容］
MS目標及び研究開発構想に沿って、提案する研究開発内容を極力具体的に記載してください。
「1-4．研究開発の目標」を達成するために解決すべき技術的問題とそれを解決する手法につい
て、従来から一般的に行われている方法と比較するなどして、わかりやすく説明してください。
参画する各企業、大学及び組合等の単位で役割分担を明確に記載してください。
例えば、役割分担を記載する場合には、下記事例のように、分担企業等の単位で研究内容を記載
していただくのも一つの方法です。（その際、「1-4.研究開発の目標」と、項目が整合するように記
載ください）
国立研究開発法人又は公益法人が応募する場合は、そのプロジェクトの技術分野において、技術的な優位性を有することを提案書に明記してください。
再委託先又は共同実施先の実施内容があれば、それぞれの役割分担を明確に説明してください。なお、国立研究開発法人から民間企業への再委託又は共同実施（再委託先又は共同実施先へ資金の流れがないものを除く。）は、原則認めておりません。

記入例）
　①「○○○○○の研究開発（△△△△△の研究開発）」　（○○株式会社）
［研　究　開　発　の　内　容］
　②「×××××の研究開発（□□□□□の研究開発）」　（□□株式会社）
［研　究　開　発　の　内　容］
　
ムーンショット型研究開発制度の運用・評価指針に示されているとおり、本制度では、海外の最先端研究者の取り込みや国際的な連携も積極的に推進しています。ただし、国際連携（国外の企業等が委託先として参加、再委託先や共同実施先として参加、国外の研究者が本邦の企業等に所属して参加、又は、国外の企業等が研究費を自ら確保する若しくは相手国の研究開発支援機関の支援により確保する「コファンド」方式として参加等）を行う場合は、その内容及び役割を記載してください。
また、研究成果の加速や円滑な社会実装を実現するにあたり、ELSI（Ethical, Legal and Social Issues）や分野横断的な研究者との交流等の取組を予定あるいは検討している場合は、その取組を記載して下さい。
研究活動を社会に対して分かりやすく説明する双方向コミュニケーション活動（国民との科学・技術対話）を行う場合は、その活動の内容を記載して下さい。

1-4. 研究開発の目標
（1） 最終目標
「温室効果ガスを回収、資源転換、無害化する技術」、とりわけ温室効果ガスを回収する技術（工学プロセス、自然プロセスの人為的加速）を対象としますが、それに付随する資源転換、無害化技術を含む内容も認めます。温室効果ガスの無害化とは、分解、固定、貯留などを意味し、これらによる削減ポテンシャルをベンチ試験レベルからパイロット規模で実証する必要があります。
2029年度 （研究期間が6年度未満の場合は変更ください）のプロジェクトの最終目標（性能、定量的な検討件数等）を、以下に留意し、目標として具体的かつ定量的に設定してください。（「△△△△が可能なこと。」、「○○○○式であること。」、「△△△△については○○以上であること。」、「○○個以上について△△する。」、その他、可能な限り具体的かつ定量的な表現により記載）

＜留意点＞
1-1. (2)の説明を踏まえ、システム全体を想定し、二酸化炭素収支などを考慮して、開発課題における目標を設定してください。
上記の最終目標（性能、定量的な特性等）については、その設定理由も簡潔に説明してください。また「1-3. 研究開発の内容」で記載した項目や役割分担ごとに研究開発目標を明示ください。

1-5. 研究開発成果の実用化・事業化の見込み
研究開発成果が産業へ及ぼす波及効果、研究開発成果を実用化・事業化する計画※、実用化・事業化時期、提案者の実用化・事業化能力等につき、「研究開発成果の事業化計画書」（別添2）に記載してください。（研究開発終了後には、NEDOが実施する追跡調査・評価に御協力いただきます。）
なお、当初から実用化・事業化を担う企業等が参加しない場合は、プロジェクト実施中に実施体制に参加する予定又は自らが起業する予定か等を記載ください。
技術移転部門等の部署や製品化・サービス提供を担う企業等との連携体制の構築状況またはそれらの可能性や、自ら起業する予定等について記載してください。

※ここでいう「実用化・事業化」とは、当該研究開発に係る試作品、サービス等の社会的利用（顧客への提供等）が開始されること、又は当該研究開発に係る商品、製品、サービス等の販売や利用により、企業活動（売り上げ等）に貢献することを意味し、業務委託契約約款第27条及び共同研究契約約款第29条の「事業化計画」も含むものとします。
①　公募の際の提案書に、その時点での事業化計画を記載していただきます。
②　本提案が採択された際に、提案時に記載した内容から変更があった場合には、NEDOの本
　　プロジェクト担当部に変更内容を提出していただきます。
③　どのような変更を行う場合にNEDOに説明する必要があるか、別途NEDOと協議していた
　　だく場合があります。

なお、複数の事業者による共同提案の場合には、事業者ごとにそれぞれ別添2を記載願います。再委託先等についても作成ください。また、共同で提案する他の事業者〈取りまとめ企業等〉に記載内容を公開したくない場合には、「企業等」のみ記載いただいた資料をアップロードいただき（非公開とする内容は記載しなくてよい）、NEDO担当者からの提案書受理メールの受領後、当該メール送付者に非公開とする情報も記載した別添2の送付をお願いいたします。なお、送付の際は、件名を「【申請受付番号】_別添2の送付」としてください。
また、共同提案やコンソーシアム等で研究開発を進める場合であって、将来の実用化・事業化に向けた取組を共に進める場合は、それぞれがどの様な計画に基づき実用化・事業化につなげていくのかを明確にした上で、まとめて記載し提出しても構いません。この場合には、どの様に連携し実用化・事業化を進めるのか、その全体構想を記載してください。大学等の研究機関は、当該プロジェクトの研究開発成果を実用化・事業化へと繋げるために企業との連携方針や成果移管に関する具体的な戦略を記載してください。

1-6. 我が国の経済再生への貢献
本プロジェクトの実施により、国内生産・雇用、輸出、内外ライセンス収入、国内生産波及・誘発効果、国民の利便性向上等、様々な形態を通じ我が国の経済再生にいかに貢献するかについて、バックデータ※も含め、具体的に説明してください。
· 上記の基礎となる主要なバックデータ（背景、数値等）


2. 実施体制
本研究開発を受託した時の実施体制について、次のような図にまとめてください。共同提案の場合、他の共同提案先を含めて役割が分かるよう記入ください。

2-1. プロジェクトマネージャー（PM）候補者

PM候補者：　所属・役職	氏名　○○　○○　
　　　　　　　　電話　**-****-****（内線）


（1） 本事業のPMとして適任であると考える理由
　  以下の項目について記載してください
1 最先端の研究開発を推進するため、国内外の関連する研究者等の幅広い人的なネットワークや専門的な知識を有すること
2 最適な研究開発体制を構築し、進捗状況等に応じて機動的に体制を見直す等のマネジメント力、リーダーシップ力を有すること
（2） 研究開発プロジェクトのマネジメント実施に向けたPM候補者の考え方
提案者自身のこれまでのマネジメントの経験に照らして、提案する研究開発プロジェクトをマネジメントするために、どのような点を強化すべきと考えるか、その内容と強化するための実施案を説明して下さい。
特に、知財マネジメント及び研究データマネジメントについてどのような取組を行う予定か説明して下さい。
（3） 本研究開発プロジェクト及びそれ以外の業務のエフォート率
本研究開発プロジェクト及びそれ以外の業務のエフォート率を記載してください
（4）  PMのマネジメント活動支援体制
効果的・効率的なマネジメントを推進するために、どのような支援体制を予定しているか、必要となる内容を記載してください。
知財管理、国際標準化、広報及び技術動向調査等、PMが必要とするマネジメント業務に従事した研究者、設計者、工員、アルバイト及びパート等の労務費及び必要なプロジェクト経費を計上することが可能です。

2-2. 管理者　（共同提案の場合、機関ごとに記載。再委託先・共同実施先分も含む。）

　　研究開発責任者：　所属　○○○○○部○○課	氏名　○○　○○
　　　　　　　　　　　電話　**-****-****（内線）
　　経理責任者　　：　所属　○○○○○部○○課	氏名　○○　○○
　　　　　　　　　　　電話　**-****-****（内線）	
　　事務担当窓口　　：　所属　○○○○○部○○課	氏名　○○　○○
　　　　　　　　　　　電話　**-****-****（内線）	


2-3. 実施体制図
　本研究開発を受託した時の実施体制について、次のような図にまとめてください。共同提案の場合、他の共同提案先を含めて役割が分かるよう記入ください。
（例　示）

「＊＊＊＊事業」実施体制


NEDO・PD


                          提案の代表機関である本邦の企業又は大学等に所属することが必要です。
指示・協議


PM候補者
・所属　　　　　　
・役職名　　　　　
・氏名　　　　　　



				　委託


○○株式会社（中小企業）
・研究開発実施場所：
○○センター（大阪）
・研究項目：
○○技術実証

















○○研究所
・研究開発実施場所：
○○センター（お台場）

・研究項目：○○評価技術


○○技術研究組合
・研究開発実施場所：
○○センター（つくば）
・研究項目：
○○技術の開発、企業６社（企業名記入）



A大学
・研究開発実施場所：
○研究室（つくば）
・研究項目：
○○評価技術


再委託
○○大学（つくば）
△△技術
○○大学（つくば）
＊＊技術







  （注）機関ごとに、研究開発実施場所、実施項目を記載すること。



提案者が企業の場合（再委託先等を除く）は、下記の表に必要事項を記載してください。大企業、中堅・中小・ベンチャー企業の種別は公募要領内の定義を参照してください。会計監査人の設置については、会社法337条により大会社や指名委員会等設置会社などに設置が義務付けられている株式会社の機関の一つです。監査役と異なり、独立的な立場から財務諸表等の監査を行います。なお、大会社・委員会設置会社以外の株式会社も会計監査人を設置することができ、設置されている場合は公認会計士または監査法人名を記載してください。
ただし、日本以外の国の企業、大学又は研究機関（以下「国外企業等」という。）の場合には、「大企業・中堅・中小・ベンチャー企業の別」の記載は不要です。
会計監査人の設置がない場合は”なし”と記入ください。

　【体制一覧】
	企業名
	従業員数
	資本金
	大企業･中堅・中小・ベンチャー企業の別
	会計監査人名

	株式会社A
	
	
	従業員数、資本金は応募時点を
基準としてください。




	

	有限会社B
	
	
	
	

	
	
	
	
	



（参考）会計監査人の定義
株式会社の会計監査を行う公認会計士または監査法人。会社法337条により大会社や指名委員会等設置会社などに設置が義務付けられている株式会社の機関の一つ。監査役と異なり、独立的な立場から財務諸表等の監査を行う。なお、大会社・委員会設置会社以外の株式会社も会計監査人を設置することができる

（参考）企業種別の定義
＊中堅・中小・ベンチャー企業の定義
以下の（ア）（イ）（ウ）又は（エ）のいずれかに該当する企業等であって、かつ、大企業の出資比率が一定比率を超えないもの（注）をいいます。

（注）次の企業は、大企業等の出資比率が一定比率を超えているものとします。
・発行済株式の総数又は出資の総額の2分の1以上が同一の大企業（＊＊）の所有に属している企業
・発行済株式の総数又は出資の総額の3分の2以上が、複数の大企業（＊＊）の所有に属している企業

（ア）「中小企業」としての企業
中小企業基本法第2条（中小企業者の範囲及び用語の定義）を準用し、次表に示す「資本金基準」又は「従業員基準」のいずれかの基準を満たす企業です。

	主たる事業として営んでいる業種
※1
	資本金基準
	従業員基準

	
	※2
	※3

	製造業、建設業、運輸業及びその他の業種（下記以外）
	3億円以下
	300人以下

	
	
	

	小売業
	5千万円以下
	50人以下

	サービス業
	5千万円以下
	100人以下

	卸売業
	1億円以下
	100人以下


※1　業種分類は、「日本標準産業分類」の規定に基づきます。
※2 「資本金の額又は出資の総額」をいいます。
※3 「常時使用する従業員の数」をいい、家族従業員、臨時の使用人、法人の役員、事業主は含みません。また、他社への出向者は従業員に含みます。

（イ）「中小企業者」としての組合等
　以下のいずれかに該当する組合等をいいます。
1．技術研究組合であって、その直接又は間接の構成員の3分の2以上が（ア）の表の「中小企業者」としての企業又は企業組合若しくは協業組合であるもの
2． 特許法施行令10条第2号ロに該当する事業協同組合等（事業協同組合、事業協同小組合、協同組合連合会、企業組合、協業組合、商工組合及び商工組合連合会）

（ウ）「中堅企業」としての企業
常時使用する従業員の数（注）が1,000人未満又は売上高が1,000億円未満のいずれかの条件を満たす企業であって、中小企業を除いたものをいいます。

（注）常時使用する従業員には、家族従業員、臨時の使用人、法人の役員、事業主は含みません。また、他社への出向者は従業員に含みます。

（エ）研究開発型ベンチャー
　以下の条件をすべて満たす企業をいいます。
・試験研究費等が売上高の3％以上又は研究者が2人以上かつ全従業員数の10％以上であること。
・未利用技術等、研究開発成果が事業化されていない技術を利用した実用化開発を行うこと。
・申請時に上記要件を満たす根拠を提示すること。

＊＊大企業の定義
上記の（ア）から（エ）のいずれにも属さない企業であって事業を営むものをいいます。ただし、
以下に該当する者については、大企業として取扱わないものとします。
・中小企業投資育成株式会社法に規定する中小企業投資育成株式会社
・廃止前の中小企業の創造的事業活動の促進に関する臨時措置法に規定する指定支援機関（ベンチャー財団）と基本約定書を締結した者（特定ベンチャーキャピタル）
・投資事業有限責任組合契約に関する法律に規定する投資事業有限責任組合





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   
2-4. 研究開発実施場所
提案された研究開発を実施する場所とその選定した理由を記載してください。

（記載例）
集中研究所：○○○○○研究所
選定理由　：□□□□□
分担研究所：△△△△△株式会社    
　　　　　　　△△△△△株式会社    
選定理由　：□□□□□


3. 当該技術又は関連技術の研究開発実績
3-1. 当該提案に有用な研究開発実績
　研究開発テーマに沿って、提案する方式又は方法に関する国内外の状況、その中での応募者の本研究開発若しくは本研究開発の円滑な遂行に資する関連研究開発の実績及びその位置づけ等を、研究発表等を引用して記載し、提案内容を遂行できる能力を有していることを携わる全ての研究機関（共同実施先及び再委託先を含む。）を対象に説明してください。
国立研究開発法人又は公益法人については、当該技術分野において技術的な優位性を有すること、及び本研究開発に携わる必要性を明記してください。

3-2. 当該提案に使用する予定の現有設備・装置等の保有状況
　本研究開発を進めるに当たって必要と考えられる主な設備の中で、応募者が保有する設備とその用途を記載してください。
（例　示）
	       保有設備名称
	                 内　　　　容
（使用目的・仕様等を記入してください）
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	





4. 研究開発予算と研究員の年度展開及び予算の概算
4-1. 研究開発予算と研究員の年度展開
　何の研究開発項目をどのような手順で行い、どの程度の経費が必要であるか以下のような一覧表にまとめてください。研究開発期間は最大で6年度（2029年度まで）可能ですが、必要な期間で計画してください。
　共同提案の場合、各社ごとに提案された研究開発分担項目及び必要経費を分けて記入してください。
　なお、参考のため、研究計画スケジュールを表す線の下の（　）内には、その年度に投入される研究員の人数を記入してください。

受託者

（例　示）
単位：百万円
（　）内は人数
	研究開発項目
	N1
年度
	N2
年度
	N3
年度
	合計

	
1. ○○○○の研究開発

1-1. ○○○○の調査


1-2. ○○○○の開発

2. △△△△の研究開発


2-1. ××××の研究


2-2. ××××の研究




	＊＊＊
（＊）

＊＊＊
（＊）








	＊＊＊
（＊）

＊＊＊
（＊）







　
＊＊＊
（＊）

＊＊＊
（＊）

	＊＊＊
（＊）

＊＊＊
（＊）


＊＊＊
（＊）




	＊＊＊
（＊）

＊＊＊
（＊）


＊＊＊
（＊）

＊＊＊
（＊）


	
合　　計

	＊＊＊
（＊）

	＊＊＊
（＊）

	＊＊＊
（＊）

	＊＊＊
（＊）




（注）
1．消費税は、研究開発項目ごとに内税で計上してください。また、日本国以外に本社又は研究所を置く国外企業等において、その属する国の消費税相当額がある場合にも研究開発項目ごとに含めて計上してください。その場合、日本円で計上し、使用した為替レートを欄外に明記すること。
2．研究開発期間の総事業費は、提案者が研究開発プロジェクトを遂行するために必要な研究開発費を計上してください。










4-2. 予算の概算
　研究開発に必要な経費の概算額を、業務委託費積算基準（https://www.nedo.go.jp/itaku-gyomu/yakkan.html　参照）に定める経費項目に従って、記載してください。

（1） 総括表
　研究開発に必要な経費の概算額を総括してください。■記入スペースが足りない場合は、分割して、事業期間における経費を記載してください。




（単位：円、消費税及び地方消費税込み）
	委託先名
	再委託先名・
共同実施先名
	N1年度
	N2年度
	N3年度
	N4年度
	N5年度
	計

	1. ●●株式会社
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***

	　うち再委託
	株式会社□□
	(**,***)*1
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)

	　うち再委託
	国立大学法人□□大学
	(**,***)*1
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)

	　うち共同実施
	学校法人▽▽大学
	(**,***)*1
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)

	2. 国立大学法人　★★大学
	**,***
	**,***
	**,***
	－
	－
	**,***

	　うち再委託
	学校法人△△大学
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)
	－
	－
	(**,***)

	研究開発項目①合計（1.＋ 2.）
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***

	1. ●●●株式会社
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	
	**,***

	　うち再委託
	株式会社□□□
	(**,***)*1
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)

	　うち再委託
	国立大学法人□大学
	(**,***)*1
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)

	　うち共同実施
	学校法人▽大学
	(**,***)*1
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)
	(**,***)

	2. 国立大学法人　★★★大学
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***

	研究開発項目②合計（1.＋ 2.）
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***

	合計　研究開発項目①＋研究開発項目②
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***

	うち消費税及び地方消費税(10％)
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***

	　うちNEDO負担総額
	**,*** 
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***

	　うちNEDO負担消費税等額
	**,*** 
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***



（注）
1. 再委託先又は共同実施先は、委託先の契約金額の内数として、再委託先等の金額（消費税込）を()書きで記載してください。





（2） 委託先／研究分担先／分室総括表
　研究開発に必要な経費の概算額を法人毎に総括表を作成してください。

ア．企業等の場合
　研究開発に必要な経費の概算額を研究開発テーマごとに、業務委託費積算(https://www.nedo.go.jp/itaku-gyomu/yakkan.html　参照）に定める経費項目に基づいて記載してください。■記入スペースが足りない場合は、分割して、事業期間における経費を記載してください。

研究開発テーマ：○○○○○
　●●株式会社
　（単位：円）
	項　目
	N1年度
	N2年度
	N3年度
	N4年度
	N5年度
	計
（積算内訳）

	Ⅰ．機械装置等費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	1. 土木・建築工事費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	　2. 機械装置等製作・購入費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	　3. 保守費・改造修理費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	Ⅱ．労務費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	　1. 研究員費
	*,***
	*,***
	*,***
	*,***
	*,***
	**,***

	　2. 補助員費
	**.***
	**.***
	**.***
	**.***
	**.***
	***.***

	Ⅲ．その他経費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	　1. 消耗品費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	2. 旅費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	　3. 外注費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	　4. 諸経費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	小計（I＋II＋III）
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	Ⅳ．間接経費（注１）
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	Ⅴ．再委託費・共同実施費（注２）
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	合計（I＋II＋III＋IV＋Ｖ）（注３）
	**,***,***
	**,***,***
	**,***,***
	**,***,***
	**,***,***
	***,***,***

	消費税及び地方消費税(10％)(注４）
	*,***,***
	*,***,***
	*,***,***
	*,***,***
	*,***,***
	**,***,***

	総　　計
	***,***,***
	***,***,***
	***,***,***
	***,***,***
	***,***,***
	***,***,***


（注）
1. 間接経費率は、委託業務事務処理マニュアルに基づく事業者の種別の定義によって、中小企業等は
20％、その他は10％とし、Ⅰ～Ⅲの経費総額に対して算定してください。前述の中堅・中小・ベンチャー企業の種別とは定義が異なりますので、ご留意ください。なお、技術研究組合等の間接経費率は、当該組合の組合員の3分の2以上が中小企業で構成されている場合は20％、構成比率が3分の2未満の場合は10％とします。ただし、研究分担先である組合員（企業、大学等）が、その組合員単位で経理処理を行う場合は、組合毎に事業者種別により間接経費率（大学・国研等：30％、中小企業等：20％、その他：10％）を設定することができるため、Ⅳには組合員毎の間接経費の総計を記載ください。技術研究組合における研究分担先の経理処理の考え方については、委託業務事務処理マニュアルを参照してください。
2. 大学との共同実施費は大学の積算基準を基に「Ⅴ．再委託費・共同実施費」に計上してください 。消費税は除いた額を記入してください。
3.Ⅰ～Ⅴの各項目の消費税を除いた額の総額を記載してください。
4. 応募者が消費税の免税事業者等※の場合は、「エ．消費税の免税事業者等の場合」に記載してくださ
い。
※消費税の課税事業者となるか免税事業者となるかについては、具体的には国税庁のウェブサイト等に記載がありますが、様々な要件で判定されるため、不明な場合は税理士等に御確認ください。
また、国又は地方公共団体等が一般会計に係る業務として行う事業については、免税事業者と同様の取扱いとします。
　
イ．国立研究開発法人等の場合	
国立研究開発法人等(国立研究開発法人、独立行政法人及び地方独立行政法人)の場合は、国立研究開発法人等の積算基準（https://www.nedo.go.jp/itaku-gyomu/yakkan.html　参照）に従って総括表を作成してください。
■記入スペースが足りない場合は、分割して、事業期間における経費を記載してください。

研究開発テーマ：○○○○○
国立研究開発法人●●●●
(単位：円)
	項　　目
	N1年度
	N2年度
	N3年度
	N4年度
	N5年度
	計
（積算内訳）

	I．直接経費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	　1. 備品費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	　2. 消耗品費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	  3. 人件費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	　4. 光熱水費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	5. 旅費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	6. その他
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	II．間接経費(注１)
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	III.再委託費・共同実施費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	合計（I．＋II．＋III．）
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	消費税及び地方消費税(10%)
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	総　　計
	***,***
	***,***
	***,***
	***,***
	***,***
	*,***,***



（注）
1. 国立研究開発法人等の間接経費率は、Ⅰの直接経費に対して30％で算定してください。
2. 特別約款により異なる委託費積算基準を適用する場合は、該当の項目に書き換えてください。


















ウ．大学等の場合
大学等（国公立大学法人、大学共同利用機関法人、公立大学、私立大学、高等専門学校）の場合は、大学用の積算基準（https://www.nedo.go.jp/itaku-gyomu/yakkan.html　参照）に従って総括表を作成してください。

研究開発テーマ：○○○○○■記入スペースが足りない場合は、分割して、事業期間における経費を記載してください。

●●大学

(単位：円)
	項　　目
	N1年度
	N2年度
	N3年度
	N4年度
	N5年度
	計
（積算内訳）

	I．直接経費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	　1. 物品費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	　2. 人件費・謝金
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	  3. 旅費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	　4. その他
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	II．間接経費(注１)
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	III.再委託費・共同実施費
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***

	総計（I．＋II．＋III．）（注２）
	***,***
	***,***
	***,***
	***,***
	***,***
	*,***,***

	うち消費税及び地方消費税(10%)
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	**,***
	***,***


（注）
1. 大学の間接経費は、Ⅰの直接経費に対して30％で算定してください。
2. 大学の場合はＩ．～総計まで内税額を記載してください。






















エ．消費税の免税事業者等（注1）の場合
　消費税の免税事業者等の場合は、その項目の内容に応じて課税される額（注2）を記載してください。研究開発に必要な経費の概算額を、委託費積算基準（https://www.nedo.go.jp/itaku-gyomu/yakkan.html　参照）に定める経費項目に基づいて記載してください。

研究開発テーマ：○○○○○■記入スペースが足りない場合は、分割して、事業期間における経費を記載してください。

　●●株式会社

（単位：円）
	項　目
	N1年度
	N2年度
	N3年度
	N4年度
	N5年度
	計
（積算内訳）

	[bookmark: _Toc149063076][bookmark: _Toc149063378][bookmark: _Toc149063867]Ⅰ．機械装置等費
	[bookmark: _Toc149063077][bookmark: _Toc149063379][bookmark: _Toc149063701][bookmark: _Toc149063868]**,***
	[bookmark: _Toc149063078][bookmark: _Toc149063380][bookmark: _Toc149063702][bookmark: _Toc149063869]**,***
	[bookmark: _Toc149063079][bookmark: _Toc149063381][bookmark: _Toc149063703][bookmark: _Toc149063870]**,***
	[bookmark: _Toc149063080][bookmark: _Toc149063382][bookmark: _Toc149063704][bookmark: _Toc149063871]**,***
	[bookmark: _Toc149063081][bookmark: _Toc149063383][bookmark: _Toc149063705][bookmark: _Toc149063872]**,***
	[bookmark: _Toc149063082][bookmark: _Toc149063384][bookmark: _Toc149063706][bookmark: _Toc149063873]***,***

	[bookmark: _Toc149063083][bookmark: _Toc149063385][bookmark: _Toc149063707][bookmark: _Toc149063874]1. 土木・建築工事費
	[bookmark: _Toc149063084][bookmark: _Toc149063386][bookmark: _Toc149063708][bookmark: _Toc149063875]**,***
	[bookmark: _Toc149063085][bookmark: _Toc149063387][bookmark: _Toc149063709][bookmark: _Toc149063876]**,***
	[bookmark: _Toc149063086][bookmark: _Toc149063388][bookmark: _Toc149063710][bookmark: _Toc149063877]**,***
	[bookmark: _Toc149063087][bookmark: _Toc149063389][bookmark: _Toc149063711][bookmark: _Toc149063878]**,***
	[bookmark: _Toc149063088][bookmark: _Toc149063390][bookmark: _Toc149063712][bookmark: _Toc149063879]**,***
	[bookmark: _Toc149063089][bookmark: _Toc149063391][bookmark: _Toc149063713][bookmark: _Toc149063880]***,***

	[bookmark: _Toc149063090][bookmark: _Toc149063392][bookmark: _Toc149063714][bookmark: _Toc149063881]2. 機械装置等製作・購入費
	[bookmark: _Toc149063091][bookmark: _Toc149063393][bookmark: _Toc149063882]**,***
	[bookmark: _Toc149063092][bookmark: _Toc149063394][bookmark: _Toc149063883]**,***
	[bookmark: _Toc149063093][bookmark: _Toc149063395][bookmark: _Toc149063717][bookmark: _Toc149063884]**,***
	[bookmark: _Toc149063094][bookmark: _Toc149063396][bookmark: _Toc149063718][bookmark: _Toc149063885]**,***
	[bookmark: _Toc149063095][bookmark: _Toc149063397][bookmark: _Toc149063719][bookmark: _Toc149063886]**,***
	[bookmark: _Toc149063096][bookmark: _Toc149063398][bookmark: _Toc149063720][bookmark: _Toc149063887]***,***

	[bookmark: _Toc149063097][bookmark: _Toc149063399][bookmark: _Toc149063721][bookmark: _Toc149063888]3. 保守費・改造修理費
	[bookmark: _Toc149063098][bookmark: _Toc149063400][bookmark: _Toc149063722][bookmark: _Toc149063889]**,***
	[bookmark: _Toc149063099][bookmark: _Toc149063401][bookmark: _Toc149063723][bookmark: _Toc149063890]**,***
	[bookmark: _Toc149063100][bookmark: _Toc149063402][bookmark: _Toc149063724][bookmark: _Toc149063891]**,***
	[bookmark: _Toc149063101][bookmark: _Toc149063403][bookmark: _Toc149063725][bookmark: _Toc149063892]**,***
	[bookmark: _Toc149063102][bookmark: _Toc149063404][bookmark: _Toc149063726][bookmark: _Toc149063893]**,***
	[bookmark: _Toc149063103][bookmark: _Toc149063405][bookmark: _Toc149063727][bookmark: _Toc149063894]***,***

	[bookmark: _Toc149063104][bookmark: _Toc149063406][bookmark: _Toc149063728][bookmark: _Toc149063895]Ⅱ．労務費
	[bookmark: _Toc149063105][bookmark: _Toc149063407][bookmark: _Toc149063729][bookmark: _Toc149063896]**,***
	[bookmark: _Toc149063106][bookmark: _Toc149063408][bookmark: _Toc149063730][bookmark: _Toc149063897]**,***
	[bookmark: _Toc149063107][bookmark: _Toc149063409][bookmark: _Toc149063731][bookmark: _Toc149063898]**,***
	[bookmark: _Toc149063108][bookmark: _Toc149063410][bookmark: _Toc149063732][bookmark: _Toc149063899]**,***
	[bookmark: _Toc149063109][bookmark: _Toc149063411][bookmark: _Toc149063733][bookmark: _Toc149063900]**,***
	[bookmark: _Toc149063110][bookmark: _Toc149063412][bookmark: _Toc149063734][bookmark: _Toc149063901]***,***

	[bookmark: _Toc149063111][bookmark: _Toc149063413][bookmark: _Toc149063735][bookmark: _Toc149063902]1. 研究員費
	[bookmark: _Toc149063112][bookmark: _Toc149063414][bookmark: _Toc149063736][bookmark: _Toc149063903]*,***
	[bookmark: _Toc149063113][bookmark: _Toc149063415][bookmark: _Toc149063737][bookmark: _Toc149063904]*,***
	[bookmark: _Toc149063114][bookmark: _Toc149063416][bookmark: _Toc149063738][bookmark: _Toc149063905]*,***
	[bookmark: _Toc149063115][bookmark: _Toc149063417][bookmark: _Toc149063739][bookmark: _Toc149063906]*,***
	[bookmark: _Toc149063116][bookmark: _Toc149063418][bookmark: _Toc149063740][bookmark: _Toc149063907]*,***
	[bookmark: _Toc149063117][bookmark: _Toc149063419][bookmark: _Toc149063741][bookmark: _Toc149063908]**,***

	[bookmark: _Toc149063118][bookmark: _Toc149063420][bookmark: _Toc149063742][bookmark: _Toc149063909]2. 補助員費
	[bookmark: _Toc149063119][bookmark: _Toc149063421][bookmark: _Toc149063743][bookmark: _Toc149063910]**.***
	[bookmark: _Toc149063120][bookmark: _Toc149063422][bookmark: _Toc149063744][bookmark: _Toc149063911]**.***
	[bookmark: _Toc149063121][bookmark: _Toc149063423][bookmark: _Toc149063745][bookmark: _Toc149063912]**.***
	[bookmark: _Toc149063122][bookmark: _Toc149063424][bookmark: _Toc149063746][bookmark: _Toc149063913]**.***
	[bookmark: _Toc149063123][bookmark: _Toc149063425][bookmark: _Toc149063747][bookmark: _Toc149063914]**.***
	[bookmark: _Toc149063124][bookmark: _Toc149063426][bookmark: _Toc149063748][bookmark: _Toc149063915]***.***

	[bookmark: _Toc149063125][bookmark: _Toc149063427][bookmark: _Toc149063749][bookmark: _Toc149063916]Ⅲ．その他経費
	[bookmark: _Toc149063126][bookmark: _Toc149063428][bookmark: _Toc149063750][bookmark: _Toc149063917]**,***
	[bookmark: _Toc149063127][bookmark: _Toc149063429][bookmark: _Toc149063751][bookmark: _Toc149063918]**,***
	[bookmark: _Toc149063128][bookmark: _Toc149063430][bookmark: _Toc149063752][bookmark: _Toc149063919]**,***
	[bookmark: _Toc149063129][bookmark: _Toc149063431][bookmark: _Toc149063753][bookmark: _Toc149063920]**,***
	[bookmark: _Toc149063130][bookmark: _Toc149063432][bookmark: _Toc149063754][bookmark: _Toc149063921]**,***
	[bookmark: _Toc149063131][bookmark: _Toc149063433][bookmark: _Toc149063755][bookmark: _Toc149063922]***,***

	[bookmark: _Toc149063132][bookmark: _Toc149063434][bookmark: _Toc149063756][bookmark: _Toc149063923]1. 消耗品費
	[bookmark: _Toc149063133][bookmark: _Toc149063435][bookmark: _Toc149063757][bookmark: _Toc149063924]**,***
	[bookmark: _Toc149063134][bookmark: _Toc149063436][bookmark: _Toc149063758][bookmark: _Toc149063925]**,***
	[bookmark: _Toc149063135][bookmark: _Toc149063437][bookmark: _Toc149063759][bookmark: _Toc149063926]**,***
	[bookmark: _Toc149063136][bookmark: _Toc149063438][bookmark: _Toc149063760][bookmark: _Toc149063927]**,***
	[bookmark: _Toc149063137][bookmark: _Toc149063439][bookmark: _Toc149063761][bookmark: _Toc149063928]**,***
	[bookmark: _Toc149063138][bookmark: _Toc149063440][bookmark: _Toc149063762][bookmark: _Toc149063929]***,***

	[bookmark: _Toc149063139][bookmark: _Toc149063441][bookmark: _Toc149063763][bookmark: _Toc149063930]2. 旅費
	[bookmark: _Toc149063140][bookmark: _Toc149063442][bookmark: _Toc149063764][bookmark: _Toc149063931]**,***
	[bookmark: _Toc149063141][bookmark: _Toc149063443][bookmark: _Toc149063765][bookmark: _Toc149063932]**,***
	[bookmark: _Toc149063142][bookmark: _Toc149063444][bookmark: _Toc149063766][bookmark: _Toc149063933]**,***
	[bookmark: _Toc149063143][bookmark: _Toc149063445][bookmark: _Toc149063767][bookmark: _Toc149063934]**,***
	[bookmark: _Toc149063144][bookmark: _Toc149063446][bookmark: _Toc149063768][bookmark: _Toc149063935]**,***
	[bookmark: _Toc149063145][bookmark: _Toc149063447][bookmark: _Toc149063769][bookmark: _Toc149063936]***,***

	[bookmark: _Toc149063146][bookmark: _Toc149063448][bookmark: _Toc149063770][bookmark: _Toc149063937]3. 外注費
	[bookmark: _Toc149063147][bookmark: _Toc149063449][bookmark: _Toc149063771][bookmark: _Toc149063938]**,***
	[bookmark: _Toc149063148][bookmark: _Toc149063450][bookmark: _Toc149063772][bookmark: _Toc149063939]**,***
	[bookmark: _Toc149063149][bookmark: _Toc149063451][bookmark: _Toc149063773][bookmark: _Toc149063940]**,***
	[bookmark: _Toc149063150][bookmark: _Toc149063452][bookmark: _Toc149063941]**,***
	[bookmark: _Toc149063151][bookmark: _Toc149063453][bookmark: _Toc149063942]**,***
	[bookmark: _Toc149063152][bookmark: _Toc149063454][bookmark: _Toc149063943]***,***

	[bookmark: _Toc149063153][bookmark: _Toc149063455][bookmark: _Toc149063944]4. 諸経費
	[bookmark: _Toc149063154][bookmark: _Toc149063456][bookmark: _Toc149063945]**,***
	[bookmark: _Toc149063155][bookmark: _Toc149063457][bookmark: _Toc149063946]**,***
	[bookmark: _Toc149063156][bookmark: _Toc149063458][bookmark: _Toc149063947]**,***
	[bookmark: _Toc149063157][bookmark: _Toc149063459][bookmark: _Toc149063948]**,***
	[bookmark: _Toc149063158][bookmark: _Toc149063460][bookmark: _Toc149063949]**,***
	[bookmark: _Toc149063159][bookmark: _Toc149063461][bookmark: _Toc149063950]***,***

	[bookmark: _Toc149063160][bookmark: _Toc149063462][bookmark: _Toc149063784][bookmark: _Toc149063951]小計（I＋II＋III）
	[bookmark: _Toc149063161][bookmark: _Toc149063463][bookmark: _Toc149063785][bookmark: _Toc149063952]**,***
	[bookmark: _Toc149063162][bookmark: _Toc149063464][bookmark: _Toc149063786][bookmark: _Toc149063953]**,***
	[bookmark: _Toc149063163][bookmark: _Toc149063465][bookmark: _Toc149063787][bookmark: _Toc149063954]**,***
	[bookmark: _Toc149063164][bookmark: _Toc149063466][bookmark: _Toc149063788][bookmark: _Toc149063955]**,***
	[bookmark: _Toc149063165][bookmark: _Toc149063467][bookmark: _Toc149063789][bookmark: _Toc149063956]**,***
	[bookmark: _Toc149063166][bookmark: _Toc149063468][bookmark: _Toc149063790][bookmark: _Toc149063957]***,***

	[bookmark: _Toc149063167][bookmark: _Toc149063469][bookmark: _Toc149063958]Ⅳ．間接経費（注３）
	[bookmark: _Toc149063168][bookmark: _Toc149063470][bookmark: _Toc149063959]**,***
	[bookmark: _Toc149063169][bookmark: _Toc149063471][bookmark: _Toc149063793][bookmark: _Toc149063960]**,***
	[bookmark: _Toc149063170][bookmark: _Toc149063472][bookmark: _Toc149063794][bookmark: _Toc149063961]**,***
	[bookmark: _Toc149063171][bookmark: _Toc149063473][bookmark: _Toc149063795][bookmark: _Toc149063962]**,***
	[bookmark: _Toc149063172][bookmark: _Toc149063474][bookmark: _Toc149063796][bookmark: _Toc149063963]**,***
	[bookmark: _Toc149063173][bookmark: _Toc149063475][bookmark: _Toc149063797][bookmark: _Toc149063964]***,***

	[bookmark: _Toc149063174][bookmark: _Toc149063476][bookmark: _Toc149063965]総計（I＋II＋III＋IV）
	[bookmark: _Toc149063175][bookmark: _Toc149063477][bookmark: _Toc149063966]***,***
	[bookmark: _Toc149063176][bookmark: _Toc149063478][bookmark: _Toc149063967]***,***
	[bookmark: _Toc149063177][bookmark: _Toc149063479][bookmark: _Toc149063968]***,***
	[bookmark: _Toc149063178][bookmark: _Toc149063480][bookmark: _Toc149063969]***,***
	[bookmark: _Toc149063179][bookmark: _Toc149063481][bookmark: _Toc149063970]***,***
	[bookmark: _Toc149063180][bookmark: _Toc149063482][bookmark: _Toc149063971]*,***,***



（注）
1. 消費税の課税事業者となるか免税事業者となるかについては、具体的には国税庁のウェブサイト等に
記載がありますが、様々な要件で判定されるため、不明な場合は税理士等に御確認ください。
また、国又は地方公共団体等が一般会計に係る業務として行う事業については、免税事業者と同様の取扱いとします。
2. 労務費、海外旅費等のように不課税の項目の場合は消費税抜き額を、その他の課税の項目の場合は消費税込み額を計上してください。
3. 間接経費率は、委託業務事務処理マニュアルに基づく事業者の種別の定義によって、中小企業等は
20％、その他は10％とし、Ⅰ～Ⅲの経費総額に対して算定してください。前述の中堅・中小・ベンチャー企業の種別とは定義が異なりますので、ご留意ください。なお、技術研究組合等の間接経費率は、当該組合の組合員の3分の2以上が中小企業で構成されている場合は20％、構成比率が3分の2未満の場合は10％とします。ただし、研究分担先である組合員（企業、大学等）が、その組合員単位で経理処理を行う場合は、組合毎に事業者種別により間接経費率（大学・国研等：30％、中小企業等：20％、その他：10％）を設定することができるため、Ⅳには組合員毎の間接経費の総計を記載ください。技術研究組合における研究分担先の経理処理の考え方については、委託業務事務処理マニュアルを参照してください。

（3） 　再委託先／共同実施先総括表
再委託・共同実施先の種別（企業等・独立行政法人・大学等・免税事業者等）に応じて、ア～エの各様式を準用し、作成してください。その際、「再委託費・共同実施費」「うちNEDO負担額」「うちNEDO負担消費税等額」の欄は不要です。



5. 類似の研究開発
5-1. 現に実施あるいは応募している公的資金による類似の研究開発
　現に実施あるいは応募している公的資金による類似の研究開発がある場合には、その制度名（配分機関名）、研究開発テーマ名、事業者名及び内容を説明してください。（再委託先等も含みます）

5-2. 現に実施している自己資金による類似の研究開発
　本研究開発を受託した後も並行して類似の自社研究を続ける場合には、その研究概要、目標（性能等）を明らかにしてください。また、受託を希望している研究と類似する自社研究を明確に区別できることを説明してください。（再委託先等も含みます）

連名提案の場合は、
『「○○　○○（代表者氏名）」、「○○　○○（代表者氏名）」及び「○○　○○（代表者氏名）」は、』
として、連名提案者全ての代表者からの合意を得てください。


6. 契約に関する合意


　「○○　○○（代表者氏名：会社、法人としての代表者の氏名）」は、本研究開発プロジェクト「○○○○○の研究開発」の契約に際して、NEDOより提示された契約書（案）に記載された条件に基づいて契約することに異存がないことを確認した上で提案書を提出します。また、業務の実施においては、NEDOが提示する事務処理マニュアルに基づいて行います。


7.本提案書及びその他提出書類に記載された技術情報の確認

　本提案書及びその他提出資料中には、保全対象発明の内容、特許庁における一次審査又は内閣府における保全審査中であって特定技術分野と関係し得る特許出願の詳細な技術情報、及び、出願予定の技術情報であって特定技術分野と関係し得る詳細な技術情報については記載されていません。■公募要領の「７．留意事項」中の「特許出願の非公開に関する制度の留意点」に記載の通り、特許出願の非公開に関する制度を考慮し、記載・添付する技術情報の取扱いにご注意下さい。提案書及びその他提出書類中の技術情報の記載について確認をした後、上記の文章を必ず記載してください。
なお、これにより、提案の内容を十分に説明できない場合には、「対象となる技術内容について別途説明を希望する。」旨を併せてご記載ください。
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